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二酸化窒素（NO2） 0.04 ppm～ 0.06 ppm（日平均値） 1,880
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図表 10　ヨーロッパ（EMEP加盟国）における SO2 排出量の推移
参考文献 13）より
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果、1990 年には年間 2,000 万トン
が排出されていた米国の SO2 は、
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12）  EMEP Measurement Network：
  http://www.nilu.no/projects/ccc/
network/index.html
13）  Global Environmental Outlook 3：
  http://geo.unep-wcmc.org/geo3/
pdfs/Chapter2Atmosphere.pdf





  http ://www.eanet .cc/jpn/
eanet_f.html
環境・エネルギーユニット
福島　宏和
科学技術動向研究センター
http//www.nistep.go.jp/
蘋
譁堀場製作所にて、分析機器（エンジン排
ガス、粒子状物質等）の研究開発に従事。
現在、環境浄化に関する技術およびその技
術動向、持続可能な社会に向けての環境政
策に興味を持つ。
執　筆　者
